
～我が国初 官民一体となった取組み～

北部九州を中心とする
“地域循環型古着回収・リサイクル事業”

株式会社エヌ・シー・エス



株式会社エヌ・シー・エス 会社概要

◆ 設 立 ２０１１年１２月１日

◆ 資 本 金 ３０００万円

◆ 決 算 月 ３月

◆ 代 表 者 代表取締役社長 大山 勝

◆ 従 業 員 数 ７人

◆ 取引銀行 北九州銀行 / 若松支店

◆ 業 種 繊維製品マテリアルリサイクル業

◆ 本社 〒808-0002福岡県北九州市若松区向洋町10-22
電話&ファックス 093-701-7883
E-Mailアドレス：ncs11121@forest.ocn.ne.jp

◆ 出資会社 株式会社チクマ他2社による共同出資
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株式会社エヌ・シー・エス 事業概要

◆ 主要な事業
・古衣料品の保管、破砕、解繊、梱包
・繊維屑の保管、破砕、解繊、梱包
・反毛わたの製造販売
・再生繊維製品の製造販売
・その他、前各号に附帯する一切の業務

◆ 事業の特色
地域自治体（北九州市）との共同事業により、反毛の原料となる古着の
安定的な回収・リサイクルシステムを構築。小規模・高生産な新反毛化
技術を活用し、自動車内装材用の再生繊維原料を製造

◆ 機械設備
メーンオプナ—１台、３連オプナ—１台、リサイクラー１台
圧縮梱包機１台、解破機１台、集塵機２台、タンブラー２台
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■ 会 社 名 株式会社 チクマ

■ 創 業 １９０３年２月１１日

■ 資 本 金 ６億７，８００万円

■ 代表者名 代表取締役 竹馬隼一郎

■ 従業員数 ２１９名

■ 年 商 22,445百万円 （第112期 平成26年11月決算）

（ ユニフォーム部門売上高：全体の約９2％ ）

■ 取 扱 品 ビジネスユニフォーム、スクールユニフォームの生地及び製品、婦人服

■ 仕 入 先 （株）日本毛織 、帝人フロンティア（株） 、クラレトレーディング（株）

ユニチカテキスタイル（株）、 東レ（株） 、東洋紡績（株）など

■ 事 業 所 本社 ： 大阪府大阪市中央区淡路町三丁目３番１０号

東京 ・ 福岡（支店）、札幌・神戸 ・仙台 ・名古屋 ・広島（営業所）、

上海・ベトナム （事務所）

■ 環境配慮認定取得について

● ISO14001 認証取得 No EOO-123

● リサイクルに係る特例「広域認定制度」（環境大臣認定）

認定番号 第1号

チクマ本社ビル

株式会社チクマ 会社概要
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株式会社チクマ

産業廃棄物を運搬する
運送業者 排出事業者様

古くなったユニフォーム
（産業廃棄物）

製品納入

認定の範囲

本制度は、環境大臣が廃棄物の減量その他その適正な処理の確保に資する広域的な処理を行う者「製造事
業者等」を認定し、この者について廃棄物処理業に関する地方公共団体ごとの許可を不要とする特例制度。

～廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律（平成15年12月1日施行）～

処分業者

現在、循環型社会形成推進基本法の下、循環型社会に向けた取り組みが産業界レベルでも大きな経営テー
マとして進められています。製品の製造を担う産業界においては、特に産業廃棄物のリサイクルが重大な課
題となっておりますが、同時に廃棄物の不適正な処理を抑制するための廃棄物処理法の厳しい運用が効率
的なリサイクル推進の障害となるケースがあることが指摘されていました。

そこで、自治体の枠を越えた広域的なリサイクルを促進するために、産業界の規制緩和要求を受け改正廃
棄物処理法（２００３年１２月）で新設されたのが、大臣認定の制度である「広域認定制度」です。

この制度は、メーカーが複数の都道府県にまたがって使用済みの製品などを回収・リサイクルをする際に、処
理能力等一定の厳しい基準に適合していると環境大臣が認定すれば、収集運搬や中間処理、最終処分を委
託する場合でも、廃棄物処理業の許可を不要とする廃棄物処理法の特例制度です。

またメーカーが設立した社団、組合その他これらに類する団体（法人であるものに限る。）及び当該処理を他
人に委託して行う者を含む。

広域認定制度（環境大臣認定） 第1号認定 （株式会社チクマ）

平成１６年４月２３日
認定 第１号
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広域認定制度 契約事業者様 一例 （株式会社チクマ）
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㈱チクマは、環境省より、平成１９年度循環型社会形成推進功
労者等選定され、１０月１８日(木)に開催された第２回３Ｒ推
進全国大会式典（リーガロイヤルホテル小倉）にて＜環境大臣
表彰＞を受賞しました。
表彰を受けた部門は「３Ｒ活動優良企業部門」で、廃棄物の発
生抑制、循環的な利用及び適正処分を実現した企業に与えられ
るものです。

当社は、ペットボトル再生繊維の利用及び「広域 認定制度」を
活用し、使用済みユニフォームの再生利用を全国展開している
ことを評価頂きました

受賞式（2007年10月18日）

環境大臣表彰受賞 「H19年度循環型社会形成推進功労者等」 （株式会社チクマ）
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北九州市 エコタウン事業
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【北九州市内】

一般家庭からの衣料品等回収実験

○回収方法：
集団資源回収方式

○回収エリア：
学校（又はPTA等）

○回収品目：衣料品等

○調査項目：古布の回収量、種類、
効率的な分別選/選別
技術の研究

【北九州市環境未来技術開発助成】
社会システム研究（H22）

新反毛化技術（装置開発）の研究

○新反毛化のリサイクル技術の研究

○回収した衣料品等の効率的な解破
処理装置技術（ノウハウ）の研究

【北九州市環境未来技術開発助成】
実証研究（H22～24）

衣料品等 新反毛機

環境配慮型自動車用
内外装材等の原料

自動車内装材製造
事業者

【現；行橋市内工場】

○他県より搬送されている

従来型反毛原料から自動

車用内外装材等を製造

自動車層用内外装材等

【北九州市内】

事業化検討

北九州市環境未来技術開発助成事業 （H22～24年度）
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繊維製品排出量及びリサイクル率

繊維製品排出量

198万㌧

繊維製品排出量

198万㌧

衣料品

94.2万㌧

衣料品

94.2万㌧

カーペット

32.9万㌧

カーペット

32.9万㌧

カーテン

29.6万㌧

カーテン

29.6万㌧

ふとん

26.1万㌧

ふとん

26.1万㌧

タオル

15.2万㌧

タオル

15.2万㌧

繊維製品3R率

22.1%

繊維製品3R率

22.1%

リサイクル率

9.5%

リサイクル率

9.5%

リユース率

10.0%

リユース率

10.0%

リペア率

2.6%

リペア率

2.6%

衣料品3R率

26.3%

衣料品3R率

26.3%

リサイクル率

11.3%

リサイクル率

11.3%

リユース率

13.4%

リユース率

13.4%

リペア率

1.6%

リペア率

1.6%

（独）中小企業基盤整備機構 平成21年度の「繊維製品3R関連調査事業」引用 ９



NCS

自動車内外装材等
製造事業者
東九州工場

地域循環圏の構築
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北九州市 古着回収・リサイクル事業発表
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北部九州・古着地域循環推進協議会設立
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環境省「平成26年度 エコタウン等高度化モデル事業」 採択
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環境省「平成26年度 エコタウン等高度化モデル事業」 採択
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古着回収スキーム

株式会社NCS

区役所・出張所回収ボックスの設置

周辺自治体回収ボックスの設置

市内クリーニング店頭回収

量販店等店頭回収

特殊刃

反毛機

古着

解破再生繊維自動車用内装材等
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プレスリリース
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新聞記事
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新聞記事
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新聞記事
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新聞記事
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リサイクルによるCO2削減効果（LCA）
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ご清聴、有難う御座いました。

御問合せ先： 株式会社エヌ・シー・エス
ＴＥＬ ０９３（７０１）７８８３

ncs11121@forest.ocn.ne.jp

御問合せ先： 株式会社エヌ・シー・エス
ＴＥＬ ０９３（７０１）７８８３

ncs11121@forest.ocn.ne.jp
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